
令和６年度政策形成実践研修（短期集中研究会） 事業提言書 
 

グループ名： Ｂ   

   

１.事 業 名 

「未来へつなぐ」ふるさと“まるごと”体験事業 

２．事業目的 

当事業は、将来の定住意向がまだ定まっていない年代である中学生をターゲットとし、中

学生が町の良さを改めて知ることで、以下３つの目的達成を目指す。 

①同世代と交流を持つ機会を作り、将来の居住地としてふるさと（東白川郡の町村）を選

んでもらうきっかけづくりをすること。 

②地域資源でもあるルネサンス棚倉を活用することで、交流を深め、地域住民が施設の魅

力を体験する機会づくりをすること。 

③周辺中学校、修明高校、役場等、広域的な繋がりを深めること。 

３．事業概要 

① 

現
状 

棚倉町では人口減少が加速し、令和２年度国勢調査における直近５年間の増減率が 

△６.７％と県全体や県南地域の平均を下回っており、特に若年層（２０～２９歳）

の人口流出が多くなっている。今後の定住意向について、町民アンケートより１８歳

以上の町民は「今後も住みたい」との回答が４２.８％と最も多いが、中学生は「ど

ちらともいえない」との回答が４３.３％を占める結果となっている。なお、修明高

等学校の生徒は地元に残る意向が強いこと（約８割）が聞き取り調査から判明した。 

②
課
題 

 地域創生課への聞き取りや町民アンケートの結果から、将来の定住意向について、

多くの中学生の考えが定まっていないことがわかり、今後もさらなる若年層の人口流

出が懸念される。そのような現状で、棚倉町において中学生対象の定住に係る事業を

行っていないことは課題として挙げられる。 

 また、町の資源であるルネサンス棚倉は、スポーツ施設等を活用しながら各事業を

展開しているが、町外の高校生・大学生の大会や合宿の利用者を顧客ターゲットに経

営している状況であり、町民からの利用がなかなか進まないことが課題となってい

る。 

 さらに、町は修明高校と包括連携協定を結んでいるものの、地域全体の綿密なつな

がりがないことも課題として浮かび上がった。 

③

事

業

内

容

（

対

象

） 

○東白川郡内の中学２年生（棚倉・塙・鮫川・矢祭）及び保護者 
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④
事
業
内
容
（
手
段
） 

中学２年生を対象に、同世代と交流を持つ機会を作り、将来の居住地としてふるさ

と（東白川郡の町村）を選んでもらうきっかけづくりをするため、『「未来へつなぐ」

ふるさと“まるごと”体験事業』を実施する。 

 

【体験①：発表会を通じて地域の良さを共有する】※１日目午前 

中学２年生が地域の良さを自分たちで考え発表する。 

・総合学習の授業の一環として、町の良さをグループ毎に発表する。 

・発表会はルネサンス棚倉（倉美館）を会場として、東白川郡の中学２年生が合同で

行う。 

 

【体験②：大ホッケー大会で交流する】※１日目午後 

県内唯一であるルネサンス棚倉のホッケー施設や棚倉町特有の学生の経験を活か

し、東白川郡の中学２年生及び保護者等を含めた大ホッケー大会を実施し、交流を深

める。 

・１チーム１５人（フィールド１１名＋ベンチ４名）×約１５～２０チームでメンバ

ーは中学校混合で行う。 

・大人チーム（保護者や教員、修明高等学校ホッケー部員及びＯＢなど）の参加あり。 

・競技用の備品等は町より借用予定。 

 

※①②の参加者全員へ、体験③で使用できる割引券を配布する。 

※①②で特に優秀なグループには、各町村の特産品詰め合わせ（例：棚倉町はブルー

ベリー加工品等）を配布しＰＲ活動を同時に行う。 

 

【体験③：お祭りイベントで感動する】※１日目夜 

棚倉城跡において、屋台等の出店、花火及びキャンプファイヤーを実施し、思い出

に残る１日を演出する。 

・４校の生徒会と家庭科教諭が、地域特産品を使用したメニューを学校ごとに考案

し、修明高等学校の食品科学科の生徒が４つのメニューを実際に販売する。（体験①

②で中学生へ配布した割引券は、この４メニューにのみ使用可能とすることで、それ

ぞれの地域の良さを共有できる仕組みをつくる。） 

・屋台の運営は、各町村の商工会に依頼する。（中学生向けに販売品の価格を抑えて

いただくことを条件に、出店料の補助を出す。） 

 

※体験③終了後、中学生はルネサンス棚倉に宿泊し、交流を深める。保護者は原則宿

泊しない。 

※事業２日目は、在住町村以外の地域を実際に見学へ行き、地域の魅力を体験する。 
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⑤
現
行
事
業
と
の
比
較 

 棚倉町地域創生課として中高生を対象とした独自のプログラムは実施されていな 

いが、教育委員会が実施するキャリア教育の一環として棚倉町に住む小学５年生・ 

小学６年生を対象とした“チャレキッズ（職業体験プログラム）”が行われている。 

また、棚倉町唯一の高校である修明高校の文理探究科の生徒が、福島大学地域未来

デザインセンターが主催する”社会課題「自分ゴト化」プログラム”に、今年度より

参加しており、福島・棚倉町の「食」と都市部との関わりについて学び、テーマ検討

を行っている。 

 本事業では、現行事業で着目されてこなかった中学生を対象とし、周辺地域に住む

同世代との関わりや、自分たちの住む棚倉町の魅力を探究する活動を通し、棚倉町へ

の定住層の増加を期待できる事業とする。 

⑥
他
自
治
体
の
導
入
事
例 

神奈川県中井町では、「広域連携中学生交流洋上体験研修事業」と題し、近隣市町

村の中学生を含めた約１００人で宿泊型研修を実施している。 

福島県南相馬市では、「巣立ち応援１８歳祝い金支給事業」と題し、１８歳を迎え

る市内在住者を対象とし、祝い金を支給することで地域全体での巣立ち応援を行って

いる。 

本事業では、地域資源を活用するところ、近隣市町村と合同での宿泊型研修を実施

するところ、地域全体で若者を盛り上げているところを参考とした。 

⑦
事
業
効
果 

・将来的に、「棚倉町に残りたい」という気持ちを持った若い層の増加に繋げ、人口

流出に歯止めをかける。 

・ルネサンス棚倉や棚倉城跡等の地域資源を活用することで、地域の活性化につなげ

る。 

・東白川郡に住む同年代の中学生と交流活動や、修明高校・役場・商工会等とともに

事業を実施することで、地域のつながりを深めることができる。 

⑧
成
果
目
標 

東白川郡在住の中学生を対象とした定住意向アンケートで、「住みたい」「どちらか

といえば住みたい」の肯定的な回答を 50％以上にする。 
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⑨
成
果
目
標
の
検
証
方
法 

東白川郡在住の中学生を対象に、毎年定住意向に関するアンケートを実施し、回答

内容の比較・整理を行う。  

４．実施主体 

「未来へつなぐ」ふるさと実行委員会 

（東白川郡の４町村で組織。事務局：棚倉町役場地域創生課） 

後 援：各町村教育委員会 

    参 加：棚倉中学校、塙中学校、鮫川中学校、矢祭中学校 

５．実施スケジュール 

・現地視察（令和６年１１月） 

・計画策定（令和６年１２月） 

・関係者会議１回目（令和７年５月） 

・関係者会議２回目（令和７年８月） 

・サポート事業交付申請（令和８年１月） 

・中学２年生及び保護者に各校から発表会の参加について通達（令和８年４月） 

・関係者会議３回目（令和８年５月） 

・関係者会議４回目（令和８年７月） 

・各校で代表者選出（令和８年９月） 

・発表会一週間前から 関係者がルネサンス棚倉で事前準備 

・当日 １泊２日 各校の２年生及び担任・学年主任等が宿泊。（令和８年１０月） 

・参加者にアンケートを実施（令和８年１０月） 

・関係者会議５回目（令和８年１１月 反省会並びに意見交換会） 

 

※令和７年度に試行として日帰りでの企画（体験①②のみ、棚倉中学校生徒のみ）を実施。 

 令和８年度以降は、宿泊ありで実施。 
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６．予算概要 

①
事
業
費 

予算額 ５，０３０，５００円 

（内訳） 

〇宿泊代  

・中学生宿泊代（各校２年生の生徒数合計：２５１人）  

７，５００円（合宿プラン）×２５１人＝１，８８２，５００円 

・中学校関係者（担任・学年主任など各校５名想定） 

８，０００円（ビジネスプラン）×５人×４校＝１６０，０００円 

〇会場費 

・ホッケー場レンタル料（人工芝） １８，０００円 

※ 倉美館（発表会会場）は町事業のため無料。 

○出店補助 

・各町村商工会 １００，０００円×４町村＝４００，０００円 

  ※ 中学生向けに販売品の価格を抑えていただくことを条件とする。 

○賃借料 （バス代 ６台（４校） ２日分）  

１５０，０００円×６台（４校）×２日＝１，８００，０００円 

○消耗品費 

 景品（各町村の特産品詰め合わせ） ３，５００円×２０人＝７０，０００円 

キャンプファイヤー代（木材） ４０，０００円 

打ち上げ花火代  ５００，０００円 

周知用チラシ代   １０，０００円 

 お菓子・飲み物代  ５０，０００円 

 その他消耗品   １００，０００円 

 

②
財
源 

福島県地域創生総合支援事業（サポート事業） 

 ※補助事業者：複数市町村の連携体 

※補助限度額１，０００万円、補助率４／５ → ４，０２４，４００円 

  ※残りの１／５が一般財源（各町村負担金） → １，００６，１００円 

（内訳）棚倉町  ４０６，１００円 

  ３町村  ２００，０００円 

 


